
日本初の電動エレベーター設置で電化史に残る浅草凌雲閣
～跡地の周辺は今も最も浅草らしい賑わいの地～

浅草凌雲閣は浅草花やしき（旧浅草花屋敷、１８５３年開園）のすぐ横にあった

　

本
紙
今
週
号
・
別
コ
ラ
ム
《
現
場
風

景
・
あ
か
り
光
景
96
》
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
《
第
３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
》
で

の
「
本
邦
初
の
電
車
試
運
転
」
が
行
わ

れ
た
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
は
、
日

本
の
「
電
化
史
」
に
お
い
て
も
、
な
に

か
と
実
り
の
多
い
年
だ
っ
た
。

　

日
本
初
の
電
気
事
業
者《
東
京
電
燈
》

が
発
足
し
た
の
は
１
８
８
６
（
明
治

19
）年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年（
１

８
８
７
年
）
に
は
、
名
古
屋
電
燈
、
神

戸
電
燈
、
京
都
電
燈
、
大
阪
電
燈
な
ど

が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

東
京
電
燈
の
初
め
て
の
火
力
発
電
所

《
第
二
電
燈
局
》
が
茅
場
町
に
建
設
さ

れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
３
年
後
に
当
た
る

１
８
９
０
年
に
は
、
冒
頭
の
よ
う
に
本

邦
初
の
電
車
の
試
運
転
が
行
わ
れ
る
と

同
時
に
、
日
本
初
の
電
動
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
お
目
見
え
し
た
の
だ
。

　

設
置
さ
れ
た
の
は
こ
の
年
に
開
業
し

た
ば
か
り
の
新
名
所
《
浅
草
凌
雲
閣
》。

地
上
12
Ｆ
、
高
さ
66
ｍ
は
当
時
、
日
本

一
を
誇
っ
た
。
別
名
《
浅
草
十
二
階
》

と
も
称
さ
れ
、
庶
民
の
人
気
を
さ
ら
っ

た
が
、
上
階
に
案
内
し
て
く
れ
る
の
が

2
基
の
「
日
本
初
の
電
動
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
人
気
は

い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
っ
た
。

　

浅
草
凌
雲
閣
は
各
階
に
白
熱
電
灯

（
３
個
ず
つ
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
、

11
Ｆ
部
分
の
外
側
に
ア
ー
ク
灯
が
２
つ

設
置
さ
れ
、
夜
間
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
役
割
を
背
負
っ
た
こ
と
な
ど
も
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
浅
草
凌
雲
閣
は
１
Ｆ
〜
10

Ｆ
ま
で
が
円
柱
形
の
レ
ン
ガ
造
り
、
11

Ｆ
〜
12
Ｆ
は
木
造
で
望
楼
と
な
っ
て
お

り
、
30
倍
の
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
８
Ｆ

止
ま
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
３
畳

の
広
さ
を
も
ち
、
腰
掛
け
や
姿
見
な
ど

が
設
置
さ
れ
、
電
灯
で
照
ら
さ
れ
て
い

た
の
だ
と
か
。
あ
ま
り
の
人
気
ぶ
り
で

連
日
押
す
な
押
す
な
の
人
出
と
な
り
、

危
険
性
が
増
し
た
た
め
に
電
動
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、
開
業
か
ら
半
年
で
中
止

に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
電
動
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
米
国
製
７
馬
力
、
５
・
３

ｋ
Ｗ
）
は
「
電
化
史
」
の
観
点
か
ら
い

え
ば
、
日
本
に
お
け
る
「
動
力
用
電
力

供
給
の
初
の
事
例
」
で
も
あ
っ
た
。

　

浅
草
凌
雲
閣
は
関
東
大
震
災
（
１
９

２
３
年
）で
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

電
化
史
に
は
し
っ
か
り
、
そ
の
足
跡
が

印
さ
れ
て
い
る
。（
未
知
草
）
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